
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 アノード電極と、前記アノード電極上に形成された有機発光層と、前記有機発光層上に
形成されたカソード電極とを有する有機ＥＬ発光表示装置の製造方法であって、前記有機
発光層の前記カソード電極側の表面をフッ素化処理した後に

カソード電極を形成することを特徴とする有機ＥＬ発光表示装置の製造方法。
【請求項２】
 アノード電極と、前記アノード電極上に形成された有機発光層と、前記有機発光層上に
形成され有機材料からなる電子注入輸送層と、前記電子注入輸送層上に形成されたカソー
ド電極とを有する有機ＥＬ発光表示装置の製造方法であって、前記電子注入輸送層の前記
カソード電極側の表面をフッ素化処理した後に

カソード
電極を形成することを特徴とする有機ＥＬ発光表示装置の製造方法。
【請求項３】
 前記フッ素化処理が、フロロカーボンガスのプラズマの照射であることを特徴とする請
求項１または２記載の有機ＥＬ発光表示装置の製造方法。
【請求項４】
 前記フロロカーボンガスがＣＦ 4、ＮＦ 3、ＳＦ 6、及びＣ 2Ｆ 6からなる群より選ばれる少
なくとも１種であることを特徴とする請求項３記載の有機ＥＬ発光表示装置の製造方法。
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、前記フッ素化処理された表
面直上に Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Baからなる群より選ばれる少なくとも１種を
含む

、前記フッ素化処理された表面直上に Li、
Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Baからなる群より選ばれる少なくとも１種を含む



【請求項５】
 アノード電極と、前記アノード電極上に形成された有機発光層と、前記有機発光層
上に形成されたカソード電極とを有 、

前記有機発光層の内部と前記
カソード電極側の界面とを比較して、炭素－フッ素結合を持つ分子が前記カソード電極側
の界面により多く存在することを特徴とする有機ＥＬ発光表示装置。
【請求項６】
 アノード電極と、前記アノード電極上に形成された有機発光層と、前記有機発光層上に
形成され有機材料からなる電子注入輸送層と、前記電子注入輸送層 上に形成されたカ
ソード電極とを有 、

前記電子注入輸送層の内部と前記カソード電極
側の界面とを比較して、炭素－フッ素結合を持つ分子が前記カソード電極側の界面により
多く存在することを特徴とする有機ＥＬ発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ発光表示装置及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、有機物の多層膜を用いたエレクトロルミネセンス（ＥＬ）発光表示装置が注目さ
れている。有機ＥＬ発光表示装置は、アノード電極とカソード電極との間に挟まれた有機
発光層を有し、これらの電極間に直流電圧を印加すると、カソード電極金属から電子輸送
層である有機化合物の最低空準位に電子が注入され、一方、アノード電極の ITO電極から
は正孔輸送層の最高非占準位に正孔が注入されて、有機発光層中で正孔と電子とが再結合
することにより発光する。有機ＥＬ発光表示装置には大きく分けて、低分子を真空蒸着し
て作製する方法と、ポリマー溶液を塗布して作製する方法の二つがある。
【０００３】
　一般に、有機ＥＬ発光表示装置においては、有機発光層の上に積層するカソード電極と
して、低仕事関数の金属を用いる。これは、仕事関数の低い金属を用いるほど、有機発光
層への電子注入効率が高くなるからである。しかし、低仕事関数金属は極めて反応性が高
い為、有機発光層中の発光分子と反応してしまい、有機ＥＬ発光表示装置劣化の原因の一
つと考えられてきた。
【０００４】
　この問題を回避する為に、有機発光層とカソード電極の間に、アルカリフッ化物やアル
カリ土類フッ化物などの無機化合物層（バッファー層）を挟む構造が提唱されている（例
えば、特許文献１参照）。しかしながらこの場合、バッファー層を構成する無機化合物の
イオンが有機発光層へ拡散し、キャリアートラップなどの新たな劣化原因となっていた。
【特許文献１】特開平１０－７４５８６号公報（第２－４頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は以上の問題点を鑑みてなされたものであり、その目的は、劣化を防いで長寿命
な有機ＥＬ発光表示装置及びその製造方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで、本発明は、アノード電極と、アノード電極上に形成された有機発光層と、有機
発光層上に形成されたカソード電極とを有する有機ＥＬ発光表示装置の製造方法であって
、有機発光層のカソード電極側の表面をフッ素化処理した後に

カソード電極を形成することを特徴とする有機ＥＬ発光表示装置の製造方法を提供する
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の直
し 前記カソード電極は、 Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 C

a、 Sr、 Baからなる群より選ばれる少なくとも１種を含み、

の直
し 前記カソード電極は、 Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Baからな

る群より選ばれる少なくとも１種を含み、

、フッ素化処理された表面
直上に Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Baからなる群より選ばれる少なくとも１種を含
む



。
【０００７】
　また、本発明は、アノード電極と、アノード電極上に形成された有機発光層と、有機発
光層上に形成され有機材料からなる電子注入輸送層と、電子注入輸送層上に形成されたカ
ソード電極とを有する有機ＥＬ発光表示装置の製造方法であって、電子注入輸送層のカソ
ード電極側の表面をフッ素化処理した後に

カソード電極を形
成することを特徴とする有機ＥＬ発光表示装置の製造方法を提供する。
【０００８】
　本発明においては、フッ素化処理が、フロロカーボンガスのプラズマの照射であっても
良い。
【０００９】
　また、本発明においては、フロロカーボンガスがＣＦ 4、ＮＦ 3、ＳＦ 6、及びＣ 2Ｆ 6か
らなる群より選ばれる少なくとも１種であっても良い。
【００１１】
　また、本発明は、アノード電極と、アノード電極上に形成された有機発光層と、有機発
光層 上に形成されたカソード電極とを有 、

有機発光層の内部とカソ
ード電極側の界面とを比較して、炭素－フッ素結合を持つ分子がカソード電極側の界面に
より多く存在することを特徴とする有機ＥＬ発光表示装置を提供する。
【００１２】
　また、本発明は、アノード電極と、アノード電極上に形成された有機発光層と、有機発
光層上に形成され有機材料からなる電子注入輸送層と、電子注入輸送層 上に形成され
たカソード電極とを有 、

電子注入輸送層の内部とカソード電極側の
界面とを比較して、炭素－フッ素結合を持つ分子がカソード電極側の界面により多く存在
することを特徴とする有機ＥＬ発光表示装置を提供する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、劣化を防いで長寿命な有機ＥＬ発光表示装置及びその製造方法を提供
することが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　従来の方法により、有機発光層用インクを用いて、アノード電極とカソード電極とに挟
まれた有機発光層を有する有機ＥＬ発光表示装置を作製したところ、本発明者らは、カソ
ード電極として用いる低仕事関数金属が有機発光層中の分子と反応してしまい表示装置が
劣化していくことを見出した。また、有機発光層と低仕事関数金属が直に接触しないよう
にするためにバッファー層を設けた場合は、バッファー層を構成する無機化合物のイオン
が有機発光層に拡散してしまい、表示装置が劣化していくことを見出した。有機発光層中
の分子の反応や、有機発光層へのイオンの拡散はキャリアーブロックや、キャリアートラ
ップの原因となるため、発光輝度の低下をもたらすことになる。
【００１６】
　そこで本発明者らは、発光寿命の長い有機ＥＬ発光表示装置を得るために、カソード電
極として用いる低仕事関数金属に接触する有機発光層中の分子の反応性を低くする必要が
あることを見出し、本発明を成すに至ったものである。また、カソード電極と有機発光層
との間に有機材料からなる電子注入輸送層を設ける場合には、この電子注入輸送層の分子
の反応性を低くする。なお、カソード電極として Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Ba等
の低仕事関数金属を用いる場合には、これに接する有機発光層や電子注入輸送層との反応
性が高いが、カソード電極としてそれほど仕事関数の低くない、 Al、 Ag、 Ga、 V、 Ti、 Bi
、 Sn、 Cr、 Sb、 Cu、 Co、 Au等の電極を用いる場合にも、やはり劣化やイオン拡散を防ぐた
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、フッ素化処理された表面直上に Li、 Na、 K、 R
b、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Baからなる群より選ばれる少なくとも１種を含む

の直 し カソード電極は、 Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 M
g、 Ca、 Sr、 Baからなる群より選ばれる少なくとも１種を含み、

の直
し 前記カソード電極は、 Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Baか

らなる群より選ばれる少なくとも１種を含み、



めに、有機発光層や電子注入輸送層の反応性を低下させる必要がある。また、カソード電
極として、低仕事関数金属と、それほど仕事関数の低くない金属とを複合させたものを用
いた場合でも、同様のことが言える。
【００１７】
　有機発光層や電子注入輸送層の反応性を低下させるために、本発明は、有機発光層を形
成した後に有機発光層をフッ素化処理し、そしてカソード電極を形成するものである。ま
た、有機発光層とカソード電極との間に電子注入輸送層を有する場合には、有機発光層や
電子注入輸送層を形成した後に電子注入輸送層をフッ素化処理し、そしてカソード電極を
形成するものである。
【００１８】
　カソード電極の形成前に、有機発光層のカソード電極側をフッ素化処理すると、有機発
光層の界面に存在する分子のうち、炭素－水素（Ｃ－Ｈ）結合であった部分は、炭素－フ
ッ素（Ｃ－Ｆ）結合となり、低仕事関数金属による水素引き抜き反応が起こりにくくなる
。このとき、炭素－フッ素結合を有する分子は、有機発光層の界面にカソード電極側で濃
度が高くなるような傾斜を持って存在する。このことにより、エネルギー準位が多段階的
に形成されることから電子注入効率が高まり、発光効率が向上する。炭素－フッ素結合を
有する分子は電子注入効率を高める効果はあるものの、効率的な発光には寄与しないと考
えられるため、有機発光層の膜厚を約２０～２００ｎｍとして、約５～５０％をフッ素化
処理することが好ましい。有機発光層の厚さが２００ｎｍよりも厚いと、駆動電圧を高く
しなければならず、また注入された電子または正孔が失活して電子－正孔の再結合確率が
低下し、有機発光層の発光効率が低下するおそれがある。２０ｎｍよりも薄いと、均一な
製膜が困難となり、素子ごとの発光性にばらつきが生じるおそれがある。より好ましくは
、有機発光層の膜厚を約８０～１２０ｎｍとして、約１５～２５％をフッ素化処理すると
良い。従って反応性が低下することにより、有機発光層の劣化を防止することが出来、有
機ＥＬ発光表示装置の長寿命化を図ることが出来る。有機発光層の表面をフッ素化処理し
ない場合は、フッ素化処理された有機発光層と比較して、反応性が高い為に、低仕事関数
金属と容易に反応してしまい、有機発光層の劣化による短寿命化が生じる。
【００１９】
　本発明において、フッ素化処理は、フロロカーボンガスのプラズマ処理が好ましいが、
それに限定されるものではない。例えば、フッ素ガスを直接接触させて改質する方法など
も可能である。また、フロロカーボンガスとしては、ＣＦ 4、ＮＦ 3、ＳＦ 6、及びＣ 2Ｆ 6

からなる群より選ばれる少なくとも１種であることが好ましい。
【００２０】
　フッ素化処理には、プラズマ処理装置を用い、フロロカーボンガスを電離した状態にで
きる処理装置を用いて、プラズマ状態のフッ素ガス雰囲気に有機発光層をさらす、もしく
は有機発光層を電離させた状態でフッ素ガスを吹き付ける、等の方法で行うことが出来る
。有機発光層上にカソード電極を形成する場合、有機発光層としては、アントラセン、ピ
レン、ペリレン、テトラフェニルブタジエン、９ ,１０－ビス（フェニルエチニル）アン
トラセン、８－キノリノールロチウム、トリス（８－キノリノール）アルミニウム、トリ
ス（５，７－ジクロロ、８－キノリノール）アルミニウム、トリス（５－クロロ－８－キ
ノリノール）アルミニウム、ビス（８－キノリノール）亜鉛、トリス（５－フルオロ－８
－キノリノール）アルミニウム、トリス（８－キノリノール）スカンジウム、ビス [８－
（パラ－トシル）アミノキノリン ]亜鉛錯体およびカドミウム錯体、１，２，３，４－テ
トラフェニルブタジエン、ペンタフェニルブタジエン、ポリ（パラフェニレンビニレン）
、ポリ（２－メトキシ，５－（２‘－エチルヘキソキシ）－１，４－フェニレンビニレン
）、ポリ（３－アルキルチオフェン）、ポリ（９，９－ジアルキルフルオレン）、ポリパ
ラフェニレン、ポリカーボネート、ポリナフチルビニレンなどを用いることにより、発光
を阻害することなく、効果的にカソード電極との反応性を低下させることが出来る。また
、有機材料からなる電子注入輸送層上にカソード電極を形成する場合、電子注入輸送層と
しては、トリス（８－キノリノール）アルミニウム、ベンゾチアゾール亜鉛、３，４，９
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，１０－ペリレンテトラカルボキシル－ビス－ベンズイミダゾールなどを用いることによ
り、電子注入や電子輸送を効率的に行い、効果的に反応性を低下させることが出来る。電
子注入輸送層の膜厚は、約１～５０ｎｍとすることができる。有機発光層や電子注入輸送
層は、上述したような材料を用いて、インクジェット方式、ディップ方式、スピンコート
方式、真空蒸着方式等から適宜選択して形成することが出来る。
【００２１】
　フッ素化処理されて導入されたフッ素元素の含有率（組成比）は、 XPS（ X線光電子分光
）などにより測定することができる。
【００２２】
　 XPSにおいては、検出角度を変化させると、検出される電子の深さを変えることができ
る。例えば、検出角度５度で試料の表面から約９オングストローム、検出角度４５度で資
料の表面から約７０オングストロームの元素組成を知ることができる。プラズマ処理した
有機発光層を XPS分析して、検出された全元素量を１００％として各々の元素の組成比（
％）を求める。検出角度１～１０度におけるフッ素元素の組成比が検出角度４５～９０度
におけるフッ素元素の組成比よりも大きければ、カソード電極側の表面を構成する分子中
の炭素－フッ素結合含有率（組成比）が、アノード電極界面近傍または膜内部を構成する
分子中の炭素－フッ素結合含有率（組成比）よりも大きいといえる。
【００２３】
　なお、 XPSなどで炭素－フッ素結合含有率を測定する場合は、有機ＥＬ発光表示装置の
作製中であれば、有機発光層のカソード電極側の表面をプラズマ処理してカソード電極を
形成する前に測定すればよい。あるいは、有機ＥＬ発光表示装置を作製した後であれば、
有機ＥＬ発光表示装置のカソード電極を剥離して、有機発光層のカソード電極側の表面を
測定すればよい。どちらの場合でも同様に、上述したような測定方法により、炭素－フッ
素結合含有率を測定することが出来る。
【００２４】
　また、上記の説明は、有機発光層上にカソード電極を形成する場合についての説明とし
たが、有機発光層上に電子注入輸送層を形成し、電子注入輸送層上にカソード電極を形成
する場合も同じことが言える。この場合は、有機発光層を電子注入輸送層に置き換えて同
様とすれば良い。
【００２５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【００２６】
　図１に本発明の一実施形態に係る有機ＥＬ発光表示装置の１部分の概略断面図を示す。
以下においては図１を参照して説明するが、本発明の実施形態に係る有機ＥＬ表示装置お
よびその製造方法はこれに限定されるものではない。
【００２７】
　図１に示すように、ガラスなどの絶縁性を有する透明基板１上のトランジスタ形成層１
４に、画素毎に設けられたトランジスタ２が形成される。この画素の区切りとして絶縁性
材料からなる隔壁４が形成されている。隔壁４で分離された各画素は３種の発光色（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）のうちいずれかの発光色を示す画素となる。すなわち、基板１上にトランジスタ
２を形成したトランジスタ形成層１４があり、その上に、ＩＴＯなどの透明電極（アノー
ド電極）３、正孔輸送層５、６及び７、ポリマー有機発光層８、９及び１０、対向電極（
カソード電極）１１、銀電極（カソード電極）１２が順次形成された３つの画素が隔壁４
によって分離・形成されている。ポリマー有機発光層８は発光中心の色素分子として赤（
Ｒ）の発光を示す材料が、ポリマー有機発光層９は発光中心の色素分子として緑（Ｇ）の
発光を示す材料が、ポリマー有機発光層１０は発光中心の色素分子として青（Ｂ）の発光
を示す材料が使用されている。これらの画素は、それぞれ基板１上に形成されたトランジ
スタ２と接続されており、さらに最上層には吸水ポリマー層１５を介して封止膜１３が形
成されている。吸水ポリマー層１５は、水による劣化を防ぐものであり、吸水ポリマーを
用いずに乾燥窒素を充填した層としても良く、また、劣化の問題が生じないようであれば
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この層を無しとして銀電極１２上に封止膜１３を直接形成しても良い。
【００２８】
　トランジスタ２によって、適宜いずれかの画素の透明電極－対向電極間に電圧を印加す
ることで、ポリマー有機発光層８、９または１０から所望の色を発光させる。即ち、アノ
ード電極３から供給された正孔は正孔輸送層５、６、７を通してポリマー有機発光層８、
９、１０へ、カソード電極１１，１２から供給された電子はポリマー有機発光層８、９、
１０へ達する。その結果、ポリマー有機発光層中で正孔と電子が再結合することで発光が
生じ、透明基板１側からこの所望の色を観測することが可能になる。このような画素を２
次元的に配列することで、本発明の有機ＥＬ発光表示装置を作製することができる。
【００２９】
　アノード電極が形成される基板は特に限定されないが、基板側を発光面として使用する
場合、ガラスなどの透明性基板が使用される。
【００３０】
　正孔輸送層の形成には、正孔輸送層用インクとして、水中にポリチオフェンおよびその
誘導体を含むドナー性分子とポリスチレンスルホン酸およびその誘導体を含むアクセプタ
性分子の会合体が分散したインクを使用することが出来る。特に、ドナー性分子としてポ
リエチレンジオキシチオフェン（ＰＥＤＯＴと略す）、アクセプタ性分子としてポリスチ
レンスルホン酸あるいはポリスチレンスルホン酸塩（ポリスチレンスルホン酸、ポリスチ
レンスルホン酸塩ともにＰＳＳと略す）の組み合わせが、熱的および化学的に安定であり
、基板上への塗布が容易で、形成された膜（正孔輸送層）の膜厚が均一で、光透過率が高
いため好ましい。このドナー性分子およびアクセプタ性分子は水に分散され、アルコール
が含有されてもよい。
【００３１】
　このようなインクを用いて、インクジェット方式、ディップ方式、スピンコート方式等
の手法により正孔輸送層を形成することができる。これらの塗布を行った後には、ホット
プレートやオーブンを用いて溶媒（水）を揮発させて、膜の状態とする。
【００３２】
　多色表示を行う有機ＥＬ発光表示装置の場合、赤、緑、青といった表示する色の違う画
素には、異なる材料のポリマー有機発光層が使用される。ポリマー有機発光層のイオン化
ポテンシャルは使用する材料によって異なるため、種類の異なる（赤、緑、青）画素では
、各々最適な正孔輸送層のイオン化ポテンシャルの値が異なる。このとき、正孔輸送層用
インクの塗布を上述したようにインクジェット方式で塗布すれば、容易に各種の画素に、
各々最適なイオン化ポテンシャルを示す正孔輸送層を形成することができる。正孔輸送層
を設けることによりこのような効果を得ることが出来るが、正孔輸送層はなくとも良い。
【００３３】
　正孔輸送層の厚さは２～１００ｎｍが好ましく、１０～５０ｎｍがより好ましい。正孔
輸送層の厚さが２ｎｍより薄いと均一な膜が得られず、また１００ｎｍより厚いと可視光
に吸収が生じるとともに駆動電圧が若干高くなる。
【００３４】
　有機発光層は、上述したような材料、方法により形成する。そして、本実施形態におい
ては、有機発光層のカソード電極側がフッ素化処理されている。
【００３５】
　カソード電極側がフッ素化処理された有機発光層は、例えば、有機発光層を形成した後
、カソード電極を形成する前に、その表面をプラズマ処理することにより製造することが
できる。
【００３６】
　具体的には、まず、有機発光層を塗布形成した基板をプラズマ処理装置（インターナシ
ョナルプラズマコーポレーション製Ｐ－３０００）チャンバー内に入れ、電離したフッ素
ガスに数秒から数分さらす。数秒から数分間さらすと、有機発光層表面の水素原子がフッ
素を含む原子団と置き換わる。プラズマ処理によって、表面のフッ素元素の比率が多くな
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ることで、フッ素化された有機発光層を形成することができる。フッ素ガスは、ＮＦ 3や
ＳＦ 6やＣＦ 4やＣ 2Ｆ 6などを用いて行うことができるが、フッ素化処理でフッ素化率が高
いことからＣＦ 4やＣ 2Ｆ 6などのフロロカーボンガスを用いることが好ましい。
【００３７】
　プラズマ処理装置としては、フロロカーボンガスを電離した状態にできる処理装置で、
例えば、インターナショナルプラズマコーポレーション製Ｐ－３０００等のプラズマエッ
チング装置が好ましい。これは、数秒から数分間の処理で、フッ素化処理を行うことがで
きるので、量産性が高いためである。
【００３８】
　また、複数の発光色を有する画素が配列された場合には、フッ素化処理の必要な発光色
の画素の有機発光層だけをフッ素化することで、フッ素化されていない画素との発光特性
のバランスをとることが可能である。また、フッ素化処理の効果が発光色によって異なる
場合、フッ素化処理を発光色ごとに行うことで、フッ素化処理による発光特性の最適化を
行うことができる。
【００３９】
　本実施形態に係る有機ＥＬ発光表示装置においては、有機発光層のカソード電極との界
面は反応性が低いために、カソード電極として低仕事関数金属を用いた場合でも反応を妨
げることができ、長寿命の素子を作ることができる。本実施形態においては、有機発光層
上にカソード電極を形成した例を示したが、有機発光層上に有機材料からなる電子注入輸
送層を形成し、電子注入輸送層上にカソード電極を形成した場合には、電子注入輸送層に
対して上述したようなフッ素化処理を行えば同様な効果を得ることが出来る。
【００４０】
　カソード電極としては、 Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Ba等のほか、 Al、 Ag、 Ga、 V
、 Ti、 Bi、 Sn、 Cr、 Sb、 Cu、 Co、 Au等も用いることが出来、真空蒸着等の方法により形成
することが出来る。また、カソード電極は、これらの金属を単体で、若しくは複合させて
用いるほか、ＡｌＬｉやＡｌＭｇとＡｌとの多重積層構造とすることも可能である。本実
施形態においては、有機発光層（若しくは電子注入輸送層）の反応性が低減されているこ
とから、カソード電極の材料が限定されずに最適な材料を用いることが可能となる。
【実施例】
【００４１】
　以下、本発明の実施例を説明する。
（実施例１）
　図２の断面図に示すような、基板１上にアノード電極３、正孔輸送層７、青のポリマー
有機発光層１０及びカソード電極１１を積層した、単色で１ｍｍＸ５ｍｍ四方の形状の有
機ＥＬ発光表示装置を作製した例について説明する。
【００４２】
　まず、ガラス基板１上に常法により、アノード電極３として透明性導電材料であるＩＴ
Ｏ（インジウム－チン－オキサイド）（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）を膜厚５０
ｎｍで製膜した。
【００４３】
　次に、正孔輸送層を形成するために用いるインクとして化学式（１）で示されるＰＥＤ
ＯＴ・ＰＳＳ化合物を含むインク原料（バイエル社製、ＢＡＹＴＲＯＮ（登録商標）Ｐ　
ＶＰ　ＣＨ８０００）を用い、スピンコート方式によって膜厚約１５０Åの正孔輸送層７
を製膜した。
【００４４】
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【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４５】
　ポリマー有機発光層１０の材料として化学式（２）で示される青色発光のポリ（９，９
'－ジアルキルフルオレン）（ｐｏｌｙ [９，９ '－ｄｉａｌｋｙｌｆｌｕｏｒｅｎｅ ]：Ｐ
ＤＡＦ）を用い、スピンコート方式によって塗布した。
【００４６】
【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４７】
　基板をホットプレート上１４０℃、 1分間焼成して溶剤を揮発させた。ポリマー有機発
光層１０の厚さは３００Åであった。
【００４８】
　この基板をプラズマチャンバー内に入れ、ポリマー有機発光層１０表面をフッ素化処理
した。具体的には、基板を真空に引いたチャンバー内に入れ、フロロカーボンガス（ＣＦ
４）ガスを導入し、印加周波数１３．５６ＭＨｚ、電力３００Ｗで４５秒間フッ素化処理
を行った。
【００４９】
　このフッ素化処理したポリマー有機発光層１０上に、カソード電極１１として厚さ約１
００ｎｍの Mg（マグネシウム）を形成し、実施例１の有機ＥＬ発光表示装置を得た。
（比較例１）
　ポリマー有機発光層に対してフッ素化処理を行わなかった以外は、実施例１と同様な材
料、方法を用いて、比較例１の有機ＥＬ表示装置を作製した。
【００５０】
　以上のようにして作製されたこれらの有機ＥＬ発光表示装置を１０ - 7ｔｏｒｒの環境下
で、１８０ｍＡ／ｃｍ 2の電流密度で駆動させたときの、初期輝度に対する輝度の変化を
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図３に示す。フッ素化処理した実施例１の有機ＥＬ発光表示装置の輝度は、半減するのに
６０分を要した。一方、フッ素化処理していない比較例１の有機ＥＬ発光表示装置の輝度
は約３０秒で半減し、有機ＥＬ発光表示装置としての特性は不充分であることがわかった
。これは、実施例１ではポリマー有機発光層に対してフッ素化処理を行っていることから
、ポリマー有機発光層１０の反応性が低下し、カソード電極１１との反応が生じ難く劣化
を防ぐことができるのに対し、比較例１ではポリマー有機発光層１０とカソード電極１１
とが反応して、ポリマー有機発光層１０が劣化しているためである。
【００５１】
　本実施例ではポリマー有機発光層上にカソード電極を形成した例を示したが、ポリマー
有機発光層上に電子注入輸送層を形成し、そ上にカソード電極を形成した場合にも同様の
効果を得ることが出来る。また、本実施例では有機発光層としてポリマーを用いているが
、低分子の有機発光層を用いた場合も同様な効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機ＥＬ発光表示装置の１部分を示す概略断面図であ
る。
【図２】本発明の実施例１に係る有機ＥＬ発光表示装置を示す断面図である。
【図３】実施例１と比較例１の輝度劣化挙動を説明するグラフ図である。
【符号の説明】
【００５３】
１…透明基板
２…トランジスタ
３…透明電極（アノード）
４…隔壁
５，６，７…正孔輸送層
８…赤のポリマー有機発光層
９…緑のポリマー有機発光層
１０…青のポリマー有機発光層
１１…対向電極（カソード）
１２…銀電極（カソード）
１３…封止膜
１４…トランジスタ形成層
１５…吸水ポリマー層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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